
荒川区長

定例記者会見

令和８年３月２６日（木）

令和７年「尾久の原公園シダレザクラのある風景」写真コンクール
最優秀賞作品 多久 未来 様 （一部加工）

シダレザクラ祭り

尾久の原公園第20回

日時
※雨天順延3月28日（土）

１０時～15時



本日の記者会見の内容

１ 高齢者のデジタルデバイド解消に向けた支援の充実

２ 切れ目のない障がい者の日常生活支援の拡充

 ３ 防災対策のさらなる充実

４ デジタルによるプレミアム付きお買い物券の発行

 ５ がん検診の充実とアピアランスケア支援の拡充

 ６ 災害発生時の支援等に関する協定締結

 ７ 宮前公園開園５周年記念イベントの開催
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◆スマホ相談窓口の新設

・デジタル機器の操作に不慣れな方をサポートするため、相談窓口を新たに

設置

【内容】区内施設に「デジタル活用支援員」を配置

【目的】スマートフォンやタブレットの操作方法を直接相談できる場所を

提供し、情報格差を解消

◆高齢者スマホ購入費助成の継続実施

・スマートフォンを初めて購入する高齢者に対し、購入費用を助成

【対象者】荒川区に住所がある満６５歳以上で、スマートフォンを所有していない方

【助成額】上限３万円（1人につき1回限り）
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１ 高齢者のデジタルデバイド解消に向けた支援の充実

◆高齢者がスマートフォンを快適に使用するための支援を行い、高齢者の生活の質の向上や社会参加

の促進を図る

所管部署：高齢者福祉課



◆日常生活用具の給付内容を強化

・物価高騰への対応と、さらなる健康増進のため、給付内容を強化

【給付基準額の引き上げ】ストーマ装具について、給付基準額を引き上げ、

利用者の自己負担を軽減

【給付種目の追加】視覚障がいがある方向けに、新たに「音声式血圧計」を給付

対象に追加

◆ガイドヘルパーの処遇改善

・移動支援サービスを支えるヘルパーの担い手を確保し、サービスを安定的に供給

【内容】ヘルパーの報酬の一部を引き上げ、処遇を改善

【背景】利用者数やニーズの多様化に伴う「ヘルパー不足」を解消するため
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２ 切れ目のない障がい者の日常生活支援の拡充

◆障がいがある方の外出や自立した生活を支援するため、サービスの安定供給と経済的負担の

軽減を図る。

所管部署：障害者福祉課



災害用テント

◆食料品の備蓄を確実に行うため、保管場所を
段階的に拡充

・目標：区民用備蓄を3日分確保できるよう整備

・手法：区内の民間備蓄倉庫を活用し、収納
キャパシティを拡大

・重点項目：TKB（トイレ・キッチン・バス＆ベッド）
を中心とした避難所生活の質の向上
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３ 防災対策のさらなる充実

備蓄倉庫

◆伴走支援によるマンションの防災力向上
・「防災」に特化した相談体制の構築

専門家派遣制度に新たに「防災枠」を設け、派遣上限６

回と別に、防災枠では年度３回まで利用可能とし、

マニュアルの策定、備えるべき資器材等の相談に対応

・合意形成のサポート

マンション管理士と連携し、管理組合の合意形成から

制度利用までについて、「伴走型」で支援

◆防災の知識を有するマンション管理士の養成

・資格取得の助成

マンション管理士の防災士資格取得費用を助成

◆マンションへの情報の発信
・マンション通信の発行

防災対策や管理、区の支援制度など、役立つ情報を

     積極的に届け、意識啓発を推進

マンション防災対策の強化 備蓄物資及び備蓄スペースの拡充

所管部署：防災課、住まい街づくり課
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４ デジタルによるプレミアム付きお買い物券の発行

◆キャッシュレス化の促進及び新規顧客の獲得による売上増加と区民の利便性向上を目指し、従来の

紙に加えてデジタル版のプレミアム付きお買い物券を新たに発行する。

◆デジタルによるプレミアム付きお買い物券の発行

【販売方法】 キャッシュレス決済機能を活用したオンライン上での販売

【発売時期】 令和８年７月頃予定

【発行総額】 3億1千2百万円（プレミアム率3０％）

紙のプレミアム付きお買い物券も発行

【販売方法】 商店街における先着販売で、一部はＷＥＢ・ハガキによる抽選販売

【発売時期】 令和8年11月末～12月上旬を予定

【発行総額】 1億8千万円（プレミアム率２０％）

◆取扱店舗の拡大について
個人会員制度を令和7年１１月に開始
加盟商店街が近隣にない店舗もお買い物券取扱店として参加可能

お買い物券取扱店ステッカー

所管部署：産業振興課
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５ がん検診の充実とアピアランスケア支援の拡充
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◆がん検診をより身近な区内医療機関で受診できる環境を整備し、受診率の向上を図る

◆アピアランスケア支援の対象者・対象品目・助成額を拡充し、外見の変化に悩みを抱えている区民の

心理的・経済的な負担軽減と社会参加の促進を図る。

拡充内容 変更後

対象者 がん等の疾病の治療・負傷・脱毛症等の疾病

対象品目 ウィッグ・胸部補整具・弾性着衣・帽子・エピテーゼ

助成金額 ウィッグ：上限５万円、ウィッグ以外：上限３万円

◆アピアランスケア支援の拡充(4月～）

◆がん検診の充実

・胃がん内視鏡検診、子宮頸がん検診に加え、

４月から肺がん検診、乳がん検診も区内医療機関で受診可能に

・自己負担1割程度（精度の高いがん検診維持のため）

がん検診の種類 医療機関数

肺がん ３９か所

乳がん 4か所

胃がん（内視鏡） 31か所

子宮頸がん 10か所

※上限内で１人２回まで申請可能
初回申請から５年度過ぎた場合、あらためて上限内で申請可能

所管部署：保健予防課
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６ 災害発生時の支援等に関する協定締結

◆伊澤株式会社（荒川区）と「無人航空機を活用した支援業務に関する協定」を締結。ドローンを活用

した空撮や調査により、災害時における情報収集体制の強化を図る。

◆無人航空機を活用した支援業務に関する協定

・災害時等におけるドローンを活用した区内およびその周辺の

被害状況調査、ならびに映像等の区への提供

・平常時の防災訓練や普及啓発活動への参加協力

◆大規模災害時における資機材等の貸与に関する協定

・東京都トラック協会荒川支部が所有する資機材(バールやジャッキ

等)の貸与

・災害時に防災関係機関や区民等が支部会員の事業所に配備され

た資機材を活用し、人命救助等を行う。

・区内３２か所の事業所に配備（順次拡大予定） 区HPで掲載予定

◆東京都トラック協会荒川支部と「大規模災害時における資機材等の貸与に関する協定」を締結。

   バール等の小型資機材を活用した人命救助活動の円滑化を図る。

[ドローン飛行］ [バール資機材］

≪イメージ≫
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７ 宮前公園開園５周年記念イベントの開催

◆荒川区立宮前公園開園５周年を記念して、バースデーイベントを開催する。

【開催日時】 ４月５日（日）１０時～１６時３０分

【会場】 荒川区立宮前公園

※雨天時は尾久図書館内にて開催

【内容】 園内回遊型クイズラリー、ビンゴ大会、バースデーライブ 等

【プレゼント】特製ポストカード、あら坊・あらみぃシール、缶バッジ

※配布数に限りあり

ご寄贈いただいたシダレザクラも開花！

・ 桜の名所・京都円山公園の「名老桜祇園枝垂桜直系の桜」を御寄贈

いただいた。

・桜は2月25日に京都から到着し、 2月26日から3月1日にかけて植栽

◆御寄附いただいたシダレザクラも開花間近。

【御寄贈いただいた桜】

令和8年3月荒川区長定例記者会見 所管部署：土木管理課
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